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英国の諜報機関が国内外の政治や戦闘に果たしてきた役割に迫る  
 

 

Declassified Documents Online:  

Twentieth-Century British Intelligence 
 

Part I: An Intelligence Empire 

Part II: Monitoring the World 
 

英 国 情 報 機 関 の 機 密 解 除 文 書 シ リ ー ズ  

第 1 部    諜 報 帝 国  

第 2部  傍 受 さ れ る 世 界  

 
 
英国の複数の政府機関で機密保持されてきた資料を収録する Gale Primary Sources のシリーズ。20 世紀に展開

されたイギリスの情報活動を、当事者である情報機関が残した一次資料を通して明らかにします。 
 

原本所蔵館: 英国公文書館 The National Archives, Kew, UK 

機密解除年代:  1949 ― 2019 年 

収録資料：手稿、印刷物、パンフレット、エフェメラ、電信、政府資料 等 

関連テーマ：20 世紀国際関係、政治史、植民地史、英国史、諜報、安全保障、軍事史、第二次世界大戦、冷戦、グロ

ーバル・ヒストリー、多国籍学（Transnational Studies） 等        

G.C.19485 /  19504 
                               

次頁以降もご覧ください→ 

                                                                      

価 格 表   ご契約方法は、「データベース購入型」です。 同時アクセス無制限  

 

ご契約の際は、所属機関の IP アドレスが必要となります。 

FTE（教員＋学生数）により価格が異なります。価格は概算参考価格(税抜)です。 
 
データベース購入型   

 FTE 5,000 以下 5,001 - 15,000 15,001 - 30,000 30,001 以上 

Part I コンテンツ料 
お 問 い 合 わ せ く だ さ い 

Part II コンテンツ料 

 
◆完全買い切り（アクセスフィー無料）  

◆バックアップデバイス提供可能（有償・納期 1 か月） 

                                  

(Gale, Cengage Learning / 指定代理店) 
 

●消費税に関しましては税制の改正に則った内容で対応させて頂きます。 掲載製品はリバースチャージ対象製品です。 

●原価の改定、為替相場の変動などの理由による価格の変更や掲載タイトルの変更につきましては、予めご了承の程お願い申し上げます。 

●お見積もりは、別途ご用命ください。 
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NEW ! 

Online NEWS from  

 



  

 

20 世紀の政治的激変期  

イギリス、ヨーロッパ、アフリカ、中東、カナダ、アジア、オーストラリアにおよぶ英国の諜報活動 
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Part I: An Intelligence Empire 
 
第 1 部は、イギリス国家情報機関の中枢をなす”The Agencies” (情報三機関)の一角を占める情報局保安部（MI5：

British Domestic Security Service）の創設から、第二次世界大戦期の特殊作戦執行部（SOE：Special Operations 

Executive）の暗躍、冷戦中の国防省による諜報活動など、英国の諜報機関が国内外の政治や戦闘に果たしてきた

役割に迫ります。 
 

総ページ数: 56 万ページ以上 

収録年代: 1905 ― 2010 年 
 
主な収録文書の概要 
 

• 国防省通信・諜報資料集 
Ministry of Defence: Communications and Intelligence Records 
捕虜のドイツ人科学者からの聴取、フォークランド国防記録、中東関係、UFO 目撃情報、ソ連核開発・軍備情報など 
 

• 特殊作戦執行部（SOE） 
Special Operations Executive 
第二次大戦中の敵国支配地における現地レジスタンス運動の支援など 
 

• 植民地省：諜報・保安部門 
Colonial Office: Intelligence and Security Departments 
英国植民地の安全保障、諜報活動、非植民地化など 
 

• 英国保安局（MI5） 
Security Service (MI5) 
国内治安維持のための諜報機関 
 

• 内閣府：特別機密情報センター・合同情報委員会（JIC） 
Cabinet Office files – Communication with Special Secret Information Centre and Joint Intelligence 
Committee  
様々な諜報機関の情報を取りまとめて内閣府に報告する機関 

 
 

～デジタル人文学/デジタル情報学へ誘う～ 

➢ Cengage Learning, Gale の歴史新聞・雑誌データベースを横断検索できるインターフェース Gale Primary Sources にも対

応。 膨大な資料を一括して調査、また一つのテーマで複数のデータベースを比較することも容易。 （紙面閲覧にはそれぞ

れのデータベースをご契約いただく必要がございます） 
 

➢ 本データベースは、Gale Digital Scholar Lab （ゲール・デジタル・スカラー・ラボ）【別売】を導入いただくことにより、オンラ

イン上で直感的にテキストマイニングをおこなうことができます。 Gale Digital Scholar Lab の詳細は、お問い合わせくださ

い。 

  
 

 

 

                

 (Gale, Cengage Learning / 指定代理店)           
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Part II: Monitoring the World 
 
第 2 部は、情報局保安部（MI5：British Domestic Security Service）と並ぶ情報三機関のひとつ、政府通信本部

(Government Communications Headquarters, GCHQ) と内閣府(Cabinet Office)の情報関係機関の文書を提供

します。 

 

総ページ数: 約 69 万ページ 

収録年代: 1914 ― 1985 年 

 
【第２部収録文書】 
 
・政府通信本部（政府暗号学校）関係 
 
HW 3: 政府暗号学校と前身の機関：個人文書、非公式文書、外務省ファイルほか 
HW 4: 政府暗号学校：極東合同部、極東信号情報センター：記録 
HW 7: ルーム 40（イギリス海軍暗号解読部門）と後継機関：第一次大戦公式戦史 
HW 11: 政府暗号学校：第二次大戦公式戦史 
HW 12: 政府暗号学校：外交部とその前身：外交電信等の通信情報の傍受・解読記録（BJ シリーズ） 
HW 13: 政府暗号学校：シギントに基づく第二次大戦情報摘要 
HW 14: 政府暗号学校；第二次大戦政策文書 
HW 15: 政府暗号学校と政府通信本部：ヴェノナ・プロジェクト：記録 
HW 20: 政府暗号学校：連合国総司令部へ送付された戦術的シギント：摘要 
HW 41: 政府暗号学校：戦闘地域信号情報部門：信号傍受の報告と部門の歴史 
HW 43: 政府暗号学校：イギリスのシギントの歴史 
HW 44: 政府暗号学校：摘要報告、極東における第二次大戦 
HW 49: 政府暗号学校：特別連携部門：歴史 
HW 51: 政府暗号学校：中東合同部：記録 
HW 52: 政府暗号学校：ブリスベーン本部：報告 
HW 60: 政府暗号学校：連合国遠征軍最高司令部（SHAEF）：信号情報：記録 
HW 61: 政府暗号学校：英連邦と連合国信号情報組織に関する記録 
 
・内閣府関係 
 
CAB 159: 国防省と内閣府：中央情報機構：合同情報小委員会（後に合同情報委員会）： 議事録（JIS シリーズ）、
1947-1968 年 
CAB 163: 戦時内閣、国防省、内閣府：中央情報機構：合同情報小委員会（後に合同情報委員会）：事務局：ファイル、
1939-1986 年 
CAB 179: 国防省と内閣府：中央情報機構：合同情報委員会：週刊レビューとサーベイ（WRCI、JIC(WSI)） 
CAB 182: 内閣府：中央情報機構：合同情報委員会：小委員会、ワーキングペーパーほか：議事録、覚書、文書 
CAB 185: 内閣府：中央情報機構：合同情報委員会：議事録（JIS(A)、JIC） 
CAB 186: 内閣府：中央情報機構：合同情報委員会：覚書（JIC(A), JIC） 
CAB 188: 内閣府、中央情報機構、合同情報委員会(B)と海外経済情報委員会：議事録、覚書とその他の文書 
CAB 190: 内閣府：中央情報機構：合同情報委員会：ワーキンググループとワーキング ペーパー、議事録、報告（INT
シリーズ） 
CAB 191: 海外合同情報グループ：断片記録 
 
 

 
 

 

 

 
 

ブラウザは、Chrome、Firefox、Safari、Edge の最新公式リリース版のご利用を推奨いたします。 

最新のサポート対象ブラウザの詳細情報につきましては、以下のサイトをご参照ください。 

    https://support.gale.com/doc/browsers 

  
 

無料トライアル 受付中！  （機関・個人ともに 1か月間） 

お問い合わせ先：丸善雄松堂株式会社 企画開発統括部 

e-support@maruzen.co.jp 

機密レベルと機密解除日↑ 

機密レベルについては、一点一点の文書

を確認した上でメタデータを作成。機密

解除日については、公文書館に記録がな

い場合は、直接文書で確認し、メタデー

タを作成しています。 

HW12 シリーズ↑ 

各巻頭の目次を Manuscripts 

Notes に変換し、閲覧の便を高

めています。 

https://support.gale.com/doc/browsers


  

 

 

下記の新機能は、本データベース、および China and the Modern World: Imperial China and the West を皮切りに、今後リリース

される商品でも実装される予定です。 

 
◆文書番号順の記載 
本データベースでは、収録コレクションの閲覧ページにて、文書全体が文書番号順に配列され、原資料所蔵機関にお
ける文書の構成が分かる仕組みになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆Manuscript No.によるソートも可能に 

従来の Relevance, Newest, Oldest, Document Title によるソート 

に加え、Manuscript No.によるソートもできるようになりまし 

た。 
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文書全体を俯瞰するだけ
でなく、リンクから特定の
文書にアクセスいただけ
ます。 

利 用 者 か ら の 声 に こ た え た 新 機 能 搭 載  

マイクロ商品のリール
ガイドではお馴染み
の形式ですが、電子
商品でも文書全体の
構造を俯瞰したいと
いう研究者のニーズ
にこたえて実装されま
した。 


